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貧困問題に関するアンケート回答・東北　2009年8月7日集計

選挙区 政党 議員名 発送 返信 Ⅰ 回答Ⅰの理由 Ⅱ 回答Ⅱの理由 Ⅲ 回答Ⅲの理由 Ⅳ 回答Ⅳの理由

青森2区 自民党 江渡聡徳 ○
青森3区 自民党 大島理森 ○

青森4区 自民党 木村太郎 ○ ○ △

本設問の前提条件が不
明瞭ですが、相対的貧
困率として国民の経済
格差を表したものととら
えるならば、貧富の差
の拡大を防ぐ政策の実
施が必要と考えます。

△

上述のごとく、必要とす
る政策に反映させるた
めの実態把握としての
指標は必要と考えま
す。

△

価値観の多様化等と変
化に対応しつつ、雇用
の安定と経済社会の活
性化を大前提とすべき
と考えます。労働者派
遣制度については、特
に日雇派遣についての
原則禁止と共に、待遇
の改善を図るため労働
者派遣法の改正等を目
指します。

1
経済状況と国民生活の確
保を考慮して、必要に応じ
て継続すべきと考えます。

岩手1区 自民党 高橋比奈子 ○
岩手2区 自民党 鈴木俊一 ○
岩手3区 自民党 橋本英教 ○
岩手4区 自民党 高橋嘉信 ○
宮城1区 自民党 土井　亨 ○

宮城2区 自民党 中野正志 ○ ○ 1 △

政府が独自に貧困率
測定を行う意義、効果
等を慎重に検討する必
要がある。

1 1

宮城3区 自民党 西村明宏 ○宮城3区 自民党 西村明宏 ○
宮城4区 自民党 伊藤信太郎 ○
宮城5区 自民党 斎藤正美 ○ ○ 拒否 拒否 拒否 拒否
宮城6区 自民党 小野寺五典 ○
秋田1区 自民党 二田孝治 ○
秋田2区 自民党 金田勝年 ○
秋田3区 自民党 御法川信英 ○
山形1区 自民党 遠藤利明 ○
山形2区 自民党 鈴木啓功 ○
山形3区 自民党 加藤紘一 ○
福島1区 自民党 亀岡偉民 ○
福島2区 自民党 根本　匠 ○
福島3区 自民党 吉野正芳 ○
福島4区 自民党 渡部　篤 ○
福島5区 自民党 坂本剛二 ○
比例区 自民党 秋葉賢也 ○
比例区 自民党 近江屋信広 ○
青森1区 民主党 横山北斗 ○
青森2区 民主党 中野渡のりこ ○ ○ 1 1 1 1
青森3区 民主党 田名部匡代 ○
青森4区 民主党 津島恭一 ○
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岩手1区 民主党 しなたけし ○ ○ 1 1 1 1
岩手2区 民主党 畑　浩治 ○ ○ 無回答 無回答 無回答 無回答
岩手3区 民主党 黄川田徹 ○
岩手4区 民主党 小沢一郎 ○
宮城1区 民主党 郡　和子 ○ ○ 1 1 1 1

宮城2区 民主党 斎藤やすのり ○ ○ 1

とくに格差の問題、「子
どもの貧困」の問題が
深刻で、早期の取り組
みが必要だから。

1
効果的な取り組みを行
うために、実態の把握
が必要だから。

1

非正規雇用は生活の不
安定さ、将来への不
安、立場の弱さからくる
待遇の低さにつながる
から。

1

一律・自動的な削減はそ
もそもこの分野には適さな
いから。現に様々な深刻
な問題が発生している。

宮城3区 民主党 橋本清仁 ○
宮城4区 民主党 石山敬貴 ○
宮城5区 民主党 安住　淳 ○
秋田1区 民主党 寺田　学 ○
秋田3区 民主党 京野きみこ ○
山形1区 民主党 鹿野道彦 ○
山形2区 民主党 近藤洋介 ○

福島1区 民主党 石原洋三郎 ○ ○ 1
一億総中流社会から先
進国の中で2位の貧困
社会に転じたため

1

格差が広がる原因は
政策の失敗にある。政
府は国民の生命・財産
を守る上でも、国民生
活の水準を把握する必
要がある。

1

安定した雇用でなけれ
ば安心して生活ができ
ず、将来に対する計画
（結婚、出産、住宅購入
など）も描けなくなるた
め。

1

医師不足、後期高齢者医
療制度、子どもの医療費
無料化、年金問題等様々
な対応が必要と思える。

福島2区 民主党 太田かずみ ○
福島3区 民主党 玄葉光一郎 ○
福島4区 民主党 渡部恒三 ○福島4区 民主党 渡部恒三 ○
福島5区 民主党 吉田　泉 ○ ○ 1 1 1 1
比例区 公明党 井上義久 ○
比例区 公明党 若松謙維 ○ ○ 2 2 1 1

青森1区 共産党 よしまた洋 ○ ○ 1

憲法25条は生存権を保
障し、生活保護基準（こ
れも低いが）をレベルに
している。これ以下の生
活に抜本的対策が必
要。

1

公認する貧困率とは何
か、どこに基準を置くか
議論すべきですが、国
の責任ある対策をとる
上で必要と考える。

1

非正規雇用の拡大は労
働者にとっても企業に
とっても健全な道とはな
らない。正社員が当たり
前の社会が必要。

1

抑制政策により医療、介
護、福祉等に深刻な事態
をもたらした。撤回を継続
すると共に、抜本的に拡
充する。社会保障の拡充
は貧困問題の解決にもな
る。

岩手1区 共産党 吉田恭子 ○ ○ 1 1 1 1
岩手4区 共産党 せがわ貞清 ○ ○ 1 1 1 1

宮城1区 共産党 角野達也 ○ ○ 1

「貧困と格差」の広がり
は異常です。不況は各
国で起こっていますが、
「派遣村」が出現したの
は日本だけです。国民
のくらしと権利を守る
ルールをつくります。

1

くらしと権利を守るルー
ルをつくります。施策を
具体的に推進するため
適切な目標を持ち、社
会の状態をそのつど把
握して施策の到達点と
ともに公表します。

1

さんざん安い賃金で働
かせ、不況になったらモ
ノのように「使い捨てる」
－こんな働かせ方で、
日本の経済、社会、そ
して企業そのものに未
来はありません。

1

もともと日本の社会保障
は貧弱で、毎年2200億円
もの削減が社会保障の全
分野で異常事態を引き起
こしています。抜本的に増
額することが当然です。
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宮城4区 共産党 かとう幹夫 ○ ○ 1

不況は各国で起こって
いますが、「派遣村」が
出現したのは日本だけ
です。国民のくらしと権
利を守るルールをつくる
道に進むべきです。

1

日本では1965年を最後
に、生活保護が必要な
水準の世帯数の把握
が行われていません。
国の責任で貧困をなく
す立場に立ち、実態調
査を行います。

1

派遣の圧倒的多数は仕
事がある時だけ雇用さ
れる登録型で、不安定
な上低賃金です。「使い
捨て労働」が増大し、違
法行為も野放しで、最
優先で対処すべきで
す。

1

もともと日本の社会保障
は貧弱です。貧困と格差
が拡大し、未曾有の経済
危機が生活を脅かしてい
る今こそ、くらしを支える社
会保障を本来の姿に変え
ます。

秋田1区 共産党 鈴木さとし ○ ○ 1

日本の相対的貧困率は
OECD諸国で第4位と高
位にあり、対応を急が
ねばならない。

1

日本は先進国では当た
り前の「生活保護の捕
捉率」の調査すら行っ
ていません。国民を貧
困から守るために、調
査を行い、具体的な計
画を持つべきです。

1

労働者派遣法を抜本的
に改正して派遣労働者
保護法をつくり正規雇
用が当たり前のルール
をつくる。

1

事実上撤回されたが自公
政権は「骨太の方針2006」
は堅持するとした。完全に
政策を撤回し、社会保障
の充実、拡大に転換すべ
きである。

山形1区 共産党 佐藤まさゆき ○ ○ 1

憲法25条が規定する国
民の生存権が脅かされ
ていることを示している
と同時に同じ条項が規
定する国民の生存権を
保障する国の社会的使
命を放棄していることを
示しており、極めて深刻
な事態だからです。

1

政府が憲法25条に背
いていることを認めたく
ないから実態の把握を
怠っていると思うのです
が、実態を正確につか
むことは出発点であり、
それをしないで具体的
な対策をとることはでき
ないのは当然です。

1

その結果、貧困と格差
が拡大し、人間らしく生
きることができない人々
を大量に生み出してい
ること。また、このことは
日本経済の健全な発展
にも、日本の企業の未
来にとっても重大な影
響をもたらすと考えるか
らです。

1

続けられてきた2200億円
の削減は生存権を保障す
べき社会保障制度を次々
と後退させてきた。撤回は
当然です。

その結果、貧困と格差

山形3区 共産党 長谷川剛 ○ ○ 1

憲法25条が規定する国
民の生存権が脅かされ
ていることを示している
と同時に同じ条項が規
定する国民の生存権を
保障する国の社会的使
命を放棄していることを
示しており、極めて深刻
な事態だからです。

1

政府が憲法25条に背
いていることを認めたく
ないから実態の把握を
怠っていると思うのです
が、実態を正確につか
むことは出発点であり、
それをしないで具体的
な対策をとることはでき
ないのは当然です。

1

その結果、貧困と格差
が拡大し、人間らしく生
きることができない人々
を大量に生み出してい
ること。また、このことは
日本経済の健全な発展
にも、日本の企業の未
来にとっても重大な影
響をもたらすと考えるか
らです。

1

続けられてきた2200億円
の削減は生存権を保障す
べき社会保障制度を次々
と後退させてきた。撤回は
当然です。

福島1区 共産党 山田　裕 ○ ○ 1

日本の生活保護率の低
さと考え合わせるなら、
当然、政治が責任をは
たすべきです。

1
政治の責任を明確にす
るためにも必要と考え
る。

1

「雇用は正社員が当た
り前」の原則に立って、
当面労働者派遣法の抜
本改正が必要です。

1

毎年の2200億の削減が国
民の負担増と必要なサー
ビスがうけられない状況を
生み出しました。即刻廃
止、撤回すべきです。

比例区 共産党 加藤幹夫
比例区 共産党 佐藤雅之
比例区 共産党 鈴木　知
比例区 共産党 瀬川貞清
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比例区 共産党 高橋千鶴子 ○ ○ 1

この数字自体が深刻で
す。また、貧困に陥った
人の生活再建が困難に
なり、それが「子どもの
貧困」に連動していま
す。まったなしで対処し
なければなりません。

1

目標を持ち国民の実態
を把握することは、「貧
困と格差」を是正する
かどうかは政府の姿勢
が問われる問題です。
生活保護が必要な世
帯の把握もすべきで
す。

1

日本の派遣労働者は、
低賃金で休暇や社会保
険などで差別さえたあ
げく「使い捨て」にされ
ています。人間らしく働
けるルールを作るため
に最優先で解決しま
す。

1

貧弱な社会保障をボロボ
ロにして、生活が困難な人
を制度から閉めだした
2200億円削減はキッパリ
方向転換します。浪費を
見直せば財源は確保でき
ます。

比例区 共産党 宮本しづえ ○ ○ 1
日本の経済力を生かせ
ば貧困の克服は可能で
す。政治の責任です。

1
政府の責任を明確にす
る上で不可欠です。

1

非正規雇用がここまで
拡大した根源は1999年
に改悪された労働者派
遣法です。非正規雇用
の拡大は国内消費を落
ち込ませ景気悪化の悪
循環を生み出します。

1
憲法25条の立場で社会保
障に国が全面的に責任を
持つべきです。

比例区 共産党 吉俣　洋
青森1区 社民党 渡辺英彦 ○
岩手1区 社民党 伊澤昌弘 ○ ○ 1 1 1 1

岩手4区 社民党 小原宣良 ○ ○ 1

OECDの調査によると
日本の貧困世帯割合は
5番目、貧困ギャップで3
番目と非常に高く、政策
的対応が至急必要であ
る。

1

要保護者数の公表は
1965年の公表以降中
止しているが、貧困は
社会にとって解決すべ
きものである。実態を
把握し、原因を解決す
るため、政府は貧困率
の調査を継続して行う
べきである。

1

雇用ルールの規制緩和
が、今日の雇用劣化を
招いている。直接雇用、
期限の定めのない雇用
を徹底し、労働契約法、
派遣法を改正すべきで
ある。

1

弱者保護のみならず、長
期的に安定し、持続可能
な社会を築く為にも、社会
保障費の抑制は撤回すべ
きである。

べきである。

宮城6区 社民党 菅野哲雄 ○ ○ 1

賃金・世帯収入の減
少、福祉の切り捨ては
政治の誤りに帰因する
部分が大きく、当然、政
策の見直しが必要。

1

明確な基準を持たない
ことが、不十分な貧困
対策の一因になってい
ると考えるため。

1

企業の労働コスト削減
のために、低賃金で不
安定な非正規雇用が急
増した背景には労働分
野の規制緩和があり、
抜本的に見直しが必
要。

1
生存権たる社会保障費を
財政の側面だけで一律削
減する根拠はない。

秋田2区 社民党 山本喜代宏 ○ ○ 1 1 1 1
山形3区 社民党 吉泉秀男 ○ ○ 1 1 1 1
青森1区 幸福実現党 上田一博 ○
青森2区 幸福実現党 森光　浄 ○
青森3区 幸福実現党 中西修二 ○
青森4区 幸福実現党 石田昭弘 ○
岩手1区 幸福実現党 森　憲作 ○
岩手2区 幸福実現党 工藤哲子 ○
岩手3区 幸福実現党 阿部忠臣 ○
岩手4区 幸福実現党 安永　陽 ○ ○ 1 1 1 1
宮城1区 幸福実現党 遠田敬一 ○
宮城2区 幸福実現党 安部公人 ○
宮城3区 幸福実現党 小林睦明 ○
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宮城4区 幸福実現党 村上善昭 ○
宮城5区 幸福実現党 菊池　謙 ○
宮城6区 幸福実現党 氏家次男 ○
秋田1区 幸福実現党 鶴田裕貴博 ○
秋田2区 幸福実現党 藤原純一 ○
秋田3区 幸福実現党 西本　篤 ○
山形1区 幸福実現党 森大吾郎 ○
山形2区 幸福実現党 後藤克彦 ○
山形3区 幸福実現党 城取良太 ○
福島1区 幸福実現党 大橋一之 ○
福島2区 幸福実現党 酒井秀光 ○
福島3区 幸福実現党 博多泰子 ○
福島4区 幸福実現党 鈴木規雄 ○
福島5区 幸福実現党 石渡　剛 ○
比例区 幸福実現党 秋元真樹 ○
比例区 幸福実現党 上条幸哉 ○
比例区 幸福実現党 大川きょう子 ○
比例区 幸福実現党 斎藤敏行 ○
比例区 幸福実現党 松島弘典 ○
秋田2区 みんなの党 佐々木重人 ×
福島4区 みんなの党 小熊慎司 ○
青森1区 無所属 津島　淳 ○
青森1区 無所属 升田世喜男 ○
青森2区 無所属 熊谷ヒサ子 ○
宮城2区 無所属 佐藤　豊 ○宮城2区 無所属 佐藤　豊 ○
秋田1区 無所属 藤井陽光 ○ ○ 2 2 1 1
秋田2区 無所属 川口　博 ○
秋田3区 無所属 村岡敏英 ○ ○ 1 1 1 1
山形1区 無所属 伊藤香織 ○


